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鉱山の状況（全国／関東管内）

・非金属鉱山は、けい石１６，ろう石３，滑石１，長石１，耐火粘土1鉱山である。
所在地別では、栃木県１５鉱山で８割を占める。
・石灰石は、栃木県１２鉱山、埼玉県５鉱山、茨城県５鉱山、その他一都四県に１３鉱山が所在。
・石油鉱山は、新潟県に石油・天然ガス１５鉱山、千葉県に天然ガス（水溶性）１２鉱山、その他
二県に６鉱山が所在。
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鉱山の罹災者数の状況（全国／関東管内）

管内では７年連続で死亡災害は発生しなかった。また、罹災者
数は昨年から５名減の２名であり、うち１名が重傷であった。
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※罹災者数には非鉱山労働者を含まない。

（１）全国罹災者数の推移 （２）関東管内罹災者数の推移

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

軽傷 8 6 6 4 3 5 5 4 軽傷 1 2 3 1 0 0 2 1

重傷 22 20 16 14 19 8 18 10 重傷 3 5 7 2 6 3 5 1

死亡 1 0 2 1 0 1 2 0 死亡 1 0 0 0 0 0 0 0

計 31 26 24 19 22 14 25 14 計 5 7 10 3 6 3 7 2
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事由別の罹災者数の状況（全国）

令和６年の全国の災害発生
状況は、「運搬装置（BC他）」 が
６名と最も多く、 次いで「転倒」
４名、順となった。また「墜落」
「取扱中の器材・鉱物等」「運搬
装置（車両系）」 「機械」がそれ
ぞれ１名発生した。
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※罹災者数には非鉱山労働者を含まない。

（１）全国の事由別罹災者数の推移

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 合計 比率

墜落 6 5 5 5 5 0 3 1 30 17%

取扱中の器材鉱物等のため 5 1 2 1 8 0 4 1 22 13%

運搬装置のため（ＢＣ他） 5 4 3 1 3 1 4 6 27 15%

運搬装置のため（車両系） 6 6 3 6 2 3 3 1 30 17%

転倒 3 1 5 2 2 3 5 4 25 14%

機械のため 1 1 0 0 1 4 3 1 11 6%

落下物・倒壊物 1 1 0 0 0 1 0 0 3 2%

落盤・側壁崩壊等 1 3 2 0 0 0 1 0 7 4%

工具のため 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1%

その他 3 4 4 4 1 2 1 0 19 11%

合計 31 26 24 19 22 14 25 14 175 100%
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事由別の罹災者数の状況（関東管内）

令和６年の関東管内の災害発生状
況は、「取扱中の器材・鉱物等のた
め」「機械のため」がそれぞれ１名と
なっている。
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※罹災者数には非鉱山労働者を含まない。
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月別の罹災者数の推移（全国）
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（１）全国月別罹災者数（平成２９年～令和６年）

累計

１月 1 1 3 3 3 3 2 2 1 1 1 1 4 (1) 4 1 1 16

２月 5 6 1 4 4 7 1 3 1 2 1 2 2 6 1 2 16

３月 2 8 1 5 3 10 0 3 2 4 0 2 4 10 3 5 15

４月 5 13 3 8 2 12 0 3 0 4 1 3 1 11 1 6 13

５月 2 15 6 14 1 (1) 13 2 (1) 5 1 5 1 4 0 11 0 6 13

６月 1 16 1 15 1 14 0 5 1 6 2 (1) 6 3 14 1 7 10

７月 2 18 0 15 0 14 2 7 2 8 1 7 1 15 0 7 8

８月 2 20 2 17 3 17 3 10 3 11 1 8 2 17 0 7 16

９月 2 22 3 20 1 18 4 14 4 15 1 9 3 20 1 8 19

１０月 0 22 2 22 2 20 3 17 2 17 3 12 2 (1) 22 3 11 17

１１月 5 27 0 22 2 (1) 22 0 17 3 20 2 14 2 24 1 12 15

１２月 4 (1) 31 4 26 2 24 2 19 2 22 0 14 1 25 2 14 17

小計 31 (1) 26 24 （2） 19 (1) 22 14 (1) 25 (2) 14

※（　）は死亡者数で内数。非鉱山労働者は含まない。
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月別の罹災者数の推移（関東管内）
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（２）関東管内月別罹災者数（平成２９年～令和６年）

１月 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

２月 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 4

３月 0 0 0 1 3 6 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1 4

４月 0 0 0 1 2 8 0 0 0 0 1 1 0 2 0 1 3

５月 1 1 2 3 0 8 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 3

６月 1 2 0 3 0 8 0 0 1 1 1 2 2 4 0 1 5

７月 0 2 0 3 0 8 0 0 0 1 1 3 1 5 0 1 2

８月 0 2 1 4 1 9 0 0 1 2 0 3 0 5 0 1 3

９月 0 2 1 5 0 9 0 0 1 3 0 3 1 6 0 1 3

１０月 0 2 1 6 0 9 2 2 1 4 0 3 1 7 0 1 5

１１月 0 2 0 6 1 10 0 2 2 6 0 3 0 7 1 2 4

１２月 3 (1) 5 1 7 0 10 1 3 0 6 0 3 0 7 0 2 5

小計 5 (1) 7 (1) 10 3 6 3 7 2
※（　）は死亡者数で内数。非鉱山労働者は含まない。
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